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ここまで進んだダイレクト印刷 
～サン・スーシ大会におけるケーススタディより～ 

大場 隆夫 （サン・スーシ） 

 

はじめに 
 降りしきる雨をものともせず、神奈川

県西部の丹沢山麓では熱い戦いが繰

り広げられました・・・ 

 さる４月２０日、２００３年度の世界選手

権とジュニア世界選手権の日本代表選

考会を兼ねた第２２回サン・スーシ大会

が行われ、盛況のうちに無事終了しま

した。この大会ではOCAD8で作成した

地図とコースを、プリンタを使って同時

に印刷しました。２月号では、主にプリ

ンタによる印刷の質の向上策について

記載しました。本記事はその続編として、

実際に大会に適用して得た経験を基に、

いくつかの観点から反省点や考慮すべ

き点を上げてみます。またコストの実績

についても触れています。今後、プリン

タでの印刷を試みる方への参考になれ

ば幸いです。 

 

地図印刷のサンプル 
 当月号には、大会で使用した地図の

サンプルを添付しています。用紙はコク

ヨのＫＪ－１３００Ｎ（Ｂ４サイズ）を使用し

ました。紙の表面にコーティングを施し

たマット紙で、厚さは０．１５ｍｍです。

プリンタはエプソンのＰＭ－４０００ＰＸを

使用しました。７色のインクのうち、黒イ

ンクはマットブラックかフォトブラックのど

ちらかを選択できますが、メーカでマッ

ト紙印刷用に推奨しているマットブラッ

クを使用しました。印刷時の用紙設定

はマット紙で、これは高精細の設定に

なります。OCAD8 のコース印刷には、

オプションとして強度（濃度）と線幅が設

定できます。今回は両方とも１００％に

設定しました。複数の異なったプリンタ

で印刷するときには、この設定で違いを

吸収することも考えられます。添付地図

にはＭＥとＷＥのコースを両方書いてい

ますが、円の大きさやコントロール番号

は、見やすくするために縮小しました。 

 

地図印刷のテクニック 
 前回の記事で、紙の選択、色の調整

方法などを書きましたが、今回はそれ

に加えてちょっとしたテクニックや注意

事項を列挙します。 

 

・余白を灰色に 

 ほとんどのマット紙は純白に近いコー

ティングを行っています。そのため印刷

してみると余白の白が目立ってしまって、

なんとなく落ち着きがありませんでした。

この解決方法として、地図の余白の部

分を薄い灰色で埋めて、さらに地図の

枠をグラデーションで書きました。この

枠は地図を印刷するときの位置あわせ

にも使うことができます。 

 

・プリンタの設定はきちんと 

 プリンタの設定は、OCADを終了する

と元に戻ってしまいます。当然ですが、

毎回きちんと設定をやる必要があります。

プリンタのドライバで色の調整などを行

った場合には、設定の保存機能を使う

ようにして印刷時に適用するようにした

ほうが、確実に再現できます。（ＰＭ－４

０００ＰＸには設定の一部を保存する機

能があります）印刷を開始したら、設定

の間違いがないか、最初の一枚は必ず

チェックを行いましょう。 

 

・位置説明の印刷 

 コントロール位置説明は、配布用と全

コントロール図用の２種を印刷しました。

今回は全コントロール地図の裏面に全

コースの位置説明を印刷しましたが、も

ともとOCAD8の印刷機能は、配布用の

印刷を前提としているので注意が必要

になりました。全コースを選択して、印

刷部数を複数部指定すると、一枚の用

紙に同じコースが複数個印刷されてし

まいます。それを避けるために、印刷設

定を一枚ごとに行ないました。 

 

・透明表示を使う（１） 

 コース図の印刷時は、表示メニューの

「地図の透明表示」を選択しています。

この機能は、通常パープルの円の線の

下に隠れているコンターや特徴物など

を見えるようにすることが出来るという優

れものです。今回の大会では、この機

能を使用して、円のカットはやめました。

この設定はメニューで簡単に行うことが

出来るので、チェックが外れていないか

時々見ておいた方が良いと思います。 

 

・透明表示を使う（２） 

 同じパープルでも立ち入り禁止など

は透明表示にすると（特に緑の中など

は）色が沈んでしまいます。一方給水

所などは透明表示にしないと、まわりの

特徴物を隠してしまいます。そこで透明

表示にしたくない記号は下図で作成し、

透明表示にしたい記号はコース設定の

時に作成しました。なお記号の色指定

で、透明表示にするパープルとしない

パープルを両方用意して使い分けても

同じ効果が得られます。このときは、透

明表示オプションを使用します。 

 

地図印刷の実施 
 印刷の設定をきちんとやっておけば、

パソコンとプリンタに印刷を任せて、用

紙の補給とインクカートリッジの交換を

やるだけになります。しかし今回の印刷

では、いくつかのトラブルに見舞われま

した。パソコンとプリンタの機種によって

事情が違うとは思いますが、参考にして

ください。 

 まだ試し印刷の頃、一種類のインクが

なくなっても印刷を中断しないので、何

枚も無駄な印刷をやっていました。当

初はこんなものかと思っていたのです

が、どうもおかしいのでメーカに持ち込

んだら、カートリッジの残量検出用ＩＣが

故障していました。修理後は、インクが

なくなると印刷途中でも印刷を中断し、
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カートリッジを変えるとそこから印刷を再

開しました。この辺は非常に良く出来て

いるので、カートリッジの交換には神経

を使わないですみました。インクの残量

表示のデータを取ることで、カートリッジ

の消費予測も可能になりました。大量

印刷前に修理が出来て助かりました。 

また、印刷途中でプリンタが突然停止し

たことがありました。これは印刷中に他

のソフトを実行しているときにまれに発

生するようです。 

 さらに、複数の用紙の巻き込みなども

経験しました。このようなトラブルを避け

るには、用紙は印刷するときに袋から出

すこと、またプリンタに用紙をセットする

時は、用紙の隅をよく見て、揃っていな

い場合は使わないようにします。 

 上記２例のような印刷のトラブル時に

は、面倒でもコントロールパネルでプリ

ンタを選んで、ドキュメントのキャンセル

をやります。これを怠ったときに、わけの

分からない印刷を延々と続けて困った

ことがありました。 

 印刷を開始して、順調に進行し始め

たら、なるべくパソコンとプリンタをいた

わって、そっとしておくのが良いと思い

ます。 

 

地図とコースのデータ管理 
 OCAD8 を使用した地図とコースの同

時印刷での魅力の一つに、大会の寸

前まで地図やコースの変更が可能であ

ることがあげられます。今回の大会では、

地図の印刷が全て終了した後に、ＭＥ

のルート上のＣヤブがきれいな八重桜

の林に変身してしまいました。しかも大

会の当日には、秦野名産の花の収穫を

行うとの情報が入り、立ち入り禁止にす

る必要がありました。大会寸前でしたが、

Ｃヤブを果樹園に変更してＭＥの地図

を再印刷し、大会に間に合わせまし

た。 

 このように簡単に地図を変更すること

が出来ますが、一方で地図のデータを

きちんと管理をしなければ、同じコース

で異なった地図を使う可能性がありま

す。特に印刷を分担して行うようなとき

には、行き違いが起きないよう細心の注

意が必要になります。地図ファイルには、

バージョンを意識した名前をつけて、か

つ一元的に管理をするように心がけま

しょう。 

またコース設定でも同じようなことが

いえます。OCAD8 のコース設定機能

は非常に強力なので、大会に使用する

コース図は備えてある機能だけで作成

できます。しかも不成立の大きな要因で

ある、コントロール番号やコントロール

位置説明の間違いは皆無になります。

しかしながら、コース印刷の途中で変更

を行えば、このメリットは半減してしまい

ます。入念にチェックを行って、最終版

のファイルを凍結してから印刷を始める

事を（変更が簡単にできればこそ）お勧

めします。 

 また地図やコースの変更を行うときに

は、必ずバックアップを取っておきまし

ょう。特にコースの設定では、コントロー

ルの円やレッグ線をカットすると元には

もどらないので、注意が必要です。今

回の例では、全コースのチェック用地

図を印刷した時に、一部のレッグ線の

カットをやめることになったのですが、た

またまバックアップを取るのを忘れてい

たために、コースの定義のやり直しが必

要になってしまいました。 

 

コストの実績について 
 地図印刷のコストは、印刷を行う人が

所属するクラブの大会では、パソコン、

プリンタの使用料や人件費は除くことに

なると思います。したがってインク代と

用紙代でコストを算出できます。ここで

述べるコストは、今回の大会に使用した

地図に限定したもので、用紙サイズや

プリンタの種類、テラインの性質（緑が

多いとか、茶色が多いとか）にも大きく

左右されますので、あくまで参考程度

にとどめてください。 

 まずインクの使用量を求めてみます。

使用したプリンタのユーティリティにはイ

ンクカートリッジの残量を示す目盛りが

付いていました。これを読んで、カートリ

ッジの使用量を求めてみました。下記

は１０００枚印刷したときに換算していま

す。 

マットブラック：６．２本 

グレー    ：１．９本 

シアン    ：１．２本 

ライトシアン ：４．９本 

マゼンタ   ：２．４本 

ライトマゼンタ：７．８本 

イエロー   ：４．８本 

 

 これを合計すると２９．２本です。インク

カートリッジの実売価格は約１０５０円な

ので、コストは一枚当たり３１円です。上

記のデータを見ると、色によって、カー

トリッジの使用量にかなりのばらつきが

あることが分かります。プリンタは、イン

クカートリッジが各色で分かれているも

のを使用したほうが、コストの面で有利

なことがわかります。また１００枚程度印

刷をして、事前に各色の消費量を見て

おくことをお勧めします。今回は、最初

に価格のお得なカートリッジのセットを

数セット購入したのですが、シアンが余

ってしまいました。 

 次に用紙代ですが、マット紙は写真

の印刷にも使えるハイグレードの紙な

ので結構高価で、一枚約１３円でした。 

これで合計４４円になります。 

 今回の大会では、ためし印刷などの

事前の準備に約５００枚、大会用に約１

０００枚（ＭＥの印刷しなおしも含めて）

で、合計１５００枚位の印刷を行いまし

た。地図の印刷費用は、約６６,０００円

なのでかなり安く仕上がったと思います。

次回からは、事前の準備の枚数を減ら

すことが出来るので、もっと安くなるでし

ょう。 

 

印刷時間について 
 印刷の時間は、印刷開始までの時間

と実際の印刷時間に分けられます。こ

れらはパソコンやプリンタによって違い

ますが、私の場合は各々１分１０秒、５

分３５秒でした。１００枚を印刷するのに、

約１０時間かかる事になります。この時

間を考慮して、きちんとした日程計画を

立てる必要があります。２セット以上用

意して同時に印刷を行って時間を短縮

し、かつプリンタやパソコンが故障にも

対応できるような体制が望まれます。な

お精細度はかなり落ちますが、印刷設

定を普通紙にすれば、上記の時間は

約８分の１に減ります。この設定でも何

とか競技に使用するレベルなので、緊

急用には使えると思います。 
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耐水性についての教訓 
 今回は残念ながら雨の大会になって

しまいました。用紙とインクは耐水では

ないので、ビニールのシーリングを行う

ことが前提でしたが、万一ビニールが

破けた事を想定して、耐水試験も行っ

て９種の中から比較的強い用紙を選択

しました。今回一部の地図に、シール

が完全ではなかったものがあり、選手の

皆様にはご迷惑をおかけしてしまいま

した。万全ではなかったものの、比較的

雨に強い用紙を選択したことで、被害

を最小限にとどめて不成立を防ぐことが

出来たと考えています。改めて、地図

のシールの重要性を認識しました。 

 なお用紙を選択するときに試験した

項目を、下記に挙げておきましたので、

参考にしてください。 

・厚さ/しっかり感 

・印刷精度 

・折じわテスト 

・耐水性（ぬらしたブラシで数回こする） 

 

その他のトピック 
 今回の大会では、ジェネシスマッピン

グの山川氏のご協力により、優勝者の

ルート図の作成を行って、これを大会

の当日に参加者に販売しました。当初

計画した時点では、印刷時間の問題で、

実現が不可能だと考えていました。しか

し、印刷の設定を「普通紙」にすること

で、大幅な時間の短縮が出来て、かつ

それほど質が落ちないことが分かった

ので、実行に踏み切りました。多分これ

は画期的なことだったのではないかと

自負しています。上記のルート図とラッ

プデータを同時にスクリーンに投影し、

優勝者のルート説明を行いました。これ

は参加者には大好評でした。 

 

終わりに 
 OCADは以前から少し触っていました

が、地図の印刷に関しては素人同然の

筆者が、かなり重要な大会の地図の調

製とコース入りの地図のプリンタ印刷を

実現できたことに、正直驚いています。

ＯＬＰ兵庫の尾上氏と、ジェネシスマッ

ピングの山川氏には、大変お世話にな

りました。また私の自由にさせてくれた

サン・スーシの皆様にも感謝します。 

 今後 OCAD8 のコースセット機能を使

って、コース入りの地図をプリンタで印

刷するケースが増えてくることが予想さ

れます。事前に充分に検討を行って、

質の高い地図を競技者に提供すること

を望みます。そのためにこの拙文が少

しでもお役に立てば幸いです。 

 

 サン・スーシは、フランス語で「気軽に、気楽に」

を表す名のごとく、誰もがそれぞれのスタイルで、オ

リエンテーリングを遊ぶ機会を創り出せる地域クラ

ブです。私たちと、ゆっくり気軽に遊びましょう。 

主な活動地域は神奈川県中部～西部です． 

連絡先：西山 立（会長） 046-235-1304 
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